西病棟チームカンファレンス記録
	I.O.O
	A.O.M
	G.O.M
	

	平成１９年　２月　６日（火）
　　　　司会者：記録者　鳥谷部　久美子
	
	
	

	
	
	
	

	佐々木

（健）
	中村

（美）
	鳥谷部
	下帯
	東
	橘
	外城
	藤原
	宮澤
	佐々木

（美）
	平間
	横浜
	

	会議
	深夜
	○
	○
	公休
	○
	○
	公休
	準夜
	公休
	早退
	

	三浦
	三和
	半澤
	中村

（佐）
	赤坂
	佐々木

(弘)
	長濱
	水上
	中野
	及川
	
	
	

	病欠
	公休
	深夜
	幸房
	○
	年休
	準夜
	○
	留守
	公休
	
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

　２月11日（月）は祝日の為薬局が休みになります。臨時薬が切れる患者様を確認し、早めに主治医に処方していただいてください。

　松林　真由美様、柳谷　靖子様　本日ツベルクリン反応検査行っています。判定は8日

（木）ですのでお願いします。

　

＜患者様連絡事項＞

· 成田　賀枝様　ガスモチン（2.5）６Ｔ（消化管用剤）

カマ（0.5）３Ｐ（整腸剤）

メチクール（500）３Ｔ（ビタミンB剤））継続処方となっています。

身体的不調、薬に関しての不満多く聞かれており、その都度主治医から言われた「肝機能の薬は服用せず経過を見る事、睡眠薬を減らして様子を見ていく事。」を説明していきましょう。本日旦那様の面会あり

肝臓の薬を何故飲んでいないか質問あり、上記を説明しています。

· 松林　真由美様　点滴）ペンライブ500ml　（血液代用剤）

　　　　　　　　　　　　　アナフラニール　１A　（精神神経用剤）　７日分処方

　　　　　　　　　主治医より点滴は今回処方分を実施したら止めとなり、薬剤調整していきます。定期薬変更ありデプロメール（精神神経用剤）３Tから４Tへ増薬となっています。徐々に表情の表出みられていますが、食事や喫煙以外は臥床傾向続いています。希死的発言はありませんが、表情や言動を観察してきましょう。

· 佐々木　修様　本日お父様、お姉様来院し主治医面談しています。ご家族より

①外泊時調子が悪く、「早く退院したい、病院に戻りたくない。」という発言があった事

　　　　　　　　　②何事も頑張り過ぎてストレスが溜まり飲酒してしまう事

　　　　　　　　　③入院前、飲酒していない時でも躁状態のような時があった事

　　　　　　　　　情報あります。主治医より今後は気分障害の可能性も考え、薬剤調整していく事、退院時期の変更無く治療継続する事伝えています。

　　　　　　　　　　プログラムを頑張り過ぎることが多いため、適度に息抜きするよう促していきましょう。

　　　　　　　　　２月１０日（土）10時から家族勉強会を実施後外泊訓練になります。

　　　　　　　　　下平PSW、盛田さんへは伝えています。

　・佐藤　昌弘様　動悸、呼吸苦の訴えが執拗にあります。頻脈傾向で微熱ありますが、血圧の異常はなく、顔色不良もないです。主治医来棟時、風症状訴えPL　３×１（総合感冒薬）3日分が臨時薬処方となっています。

　　　　　　　　　心気的な様子もあり室温調整、ファーラー位とし様子観察しています。

　　　　　　　　　状態観察していきましょう。

· 磯島　貴広様　本日お母様、本人と家族勉強会行っています。主治医から疾病につい　　　

ての説明ありお母様は理解している様子ですが、ご本人は｢その時はパニック障害だったから。｣「自分より外の人がおかしい。」など否定的です。今後も勉強会を繰り返し行っていく予定ですので、ご本人の病状の観察をしていきましょう。次回の勉強会は２月２０日（火）11：00予定です。

· 駒木　洋士様　本日外出時、お姉様にご本人の状態が不安定な為、青山荘入所はもう　　

少し見合わせたいと下平PSWより伝えています。お姉様より了解得ています。

＜皮膚科診察＞

· 平　勝利様・清水　進様・春本　司郎様・柳谷　靖子様　

タベジール　２Ｔ　2×ndE（抗ヒスタミン剤）本日夕～７日分処方。

皮膚状態の観察していきましょう。

· 菅井　浩子様　全身の急性湿疹が改善している為デルモゾールG軟膏処置、止めと　　　

なっています。

· 伊藤　義彦様　頭部円形脱毛ありフロジン液の処置が追加となっています。

　　　　　　　　　　

